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審査員 C.W. ニコル 特別賞

イノシシから圃場を守れ 〜農業廃材利用による侵入防護柵の製作〜

題でした。その問

題解決として、移

動が可能な仮設型

侵入防護柵の研究

を始めました。

　平成24年11月下

旬に、廃材ロープ

に新奇刺激として廃棄軍手をぶら下げた「軍手式ロープ

柵」を設置し、58日間侵入を防ぎました。その後、設置

した軍手にカプサイシンを散布し、更に、51日間侵入を

防ぎました。

　平成25年11月に、廃材ロープを巻き付けた「ぐるぐ

るロープ柵」を設置しました。平成26年12月までの

402日間侵入を防ぎました。

　次に、平成26年4月以降の研究活動について説明

します。

　イノシシの色覚の特徴を利用した侵入防護柵の研究

に取り組みました。イノシシは、桿体細胞は発達して

いますが、明るい場所で働き色彩を区別する錐体細胞

が発達していません。人間は、3色型色覚であるのに

対し、イノシシは、2型2色型色覚です。そして、赤

緑色盲のため、青色以外の色は色別できません。

　そこに着目し、「イノシシが青色を認識してどのよ

うな行動を起こすのか？」を農業廃材の青色ポリポッ

トを使い実験しました。

　平成27年1月28

日に、「青色ポリ

ポット柵」を設置

しました。その後、

120日間侵入を防

ぎました。次に、

比較実験として、

【目標・今後の計画】
　群馬県北部の中山間地では、イノシシによる圃場へ

の侵入被害が深刻です。イノシシの侵入被害を防ぐに

は、耐用年数が長い防獣フェンスを使用することが有

効です。しかし、初期投資に費用がかかります。そし

て、構造物のため、一旦設置を行うと移動ができませ

ん。また、電気柵は、設置と移動が容易ですが、フェ

ンスと同様に費用がかかります。

　現在、その問題解決と環境への配慮を目的とした、

農業廃材を再利用した移動が可能な仮設型侵入防護柵

の製作を目標とし、研究成果を地域に普及できるよう

に取り組んでいます。

【活動内容】
　現在、生物生産科生物資源部12名で活動を行って

います。主に、課題研究の授業と放課後を利用して研

究を行っています。

　研究フィールドは、利根郡昭和村の赤城山演習林で

す。イノシシが生息しており、平成20年より、トレイ

ルカメラを使用したカメラトラップ法によるイノシシ

の生態・行動調査とイノシシへの新奇刺激実験を行っ

ています。そして、そのデータを基に、環境に配慮し

た農業廃材を利用した侵入防護柵について研究してい

ます。

　平成24年5月に、本校の赤城農場に養蚕廃材の「回

転まぶし」を利用

した侵入防護柵を

設置しました。廃

材利用のため費用

はかかりません

が、設置後の移動

が難しいことが課
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2月28日に「赤色ポリポット柵」を設置しました。設置

5日目にイノシシの侵入がありました。

　結果として、イノシシに青色は新奇刺激効果がある

が、赤色にはないのではないかと推測しました。

　次に、防護柵実験と並行して、平成27年1月28日

から2月24日まで、イノシシの忌避効果実験を行い

ました。

　Webページ等では「トウガラシは、忌避効果がある」

と取り上げられていました。そこで、実際に効果があ

れば防護柵に取り入れたいと考え検証しました。実験

は、餌の周囲にトウガラシを置き、カメラトラップ法

により調査を行いました。

　実験1日目、イノシシが餌を食べずに逃げました。

しかし、4日目以降は餌を食べました。実験を繰り返

しましたが、餌を食べ続けました。

　結果として、トウガラシに忌避効果は期待できない

ことがわかりました。つまり、侵入防護対策として有

効ではないことがわかりました。

　平成27年5月より、これまでの研究結果を基に、農

業廃材を利用した仮設型侵入防護柵として「青ポリ軍

手柵」の製作に取

り組みました。

　防護柵は、農業

廃材の青ポリポッ

トと廃棄軍手を組

み合わせ、それを

ロープに取り付け

て製作しました。そして、実際にイノシシの侵入被害

があった水田に、田植が終了した６月１日に設置しま

した。今年は、10月の収穫までイノシシの水田への

侵入はありませんでした。

【成果・実績】
　実験を通して、イノシシの行動特性を利用し、新奇

刺激を与えることは侵入防護方法として有効であるこ

とがわかりました。

　また、新奇刺激による効果は一時的でしかありませ

ん。しかし、新奇刺激を組み合わせることにより、長

期間にわたりイノシシの侵入を防げるのではないかと

考察できました。

　今年、水田に設置した仮設型侵入防護柵は、新奇刺

激として青色ポリポット・軍手・カプサイシン散布を

組み合わせています。実験データより、田植期から収

穫期まで、イノシシの侵入被害を防ぐことが可能です。

昨年は、田植後にイノシシの侵入がありましたが、今

年は、田植より収穫まで侵入を防げました。

　この防護柵の長所は、①農業廃材を再利用しており

環境に配慮している、②廃材利用で安価、③軽量で移

動も容易なことです。

　今後は、この防護柵の圃場での検証を行い、地域

農家に興味を持ってもらうことが普及への一歩とし

て重要だと考えています。そして、普及活動の一環

として、発表活動や報告会に積極的に取り組んでい

きたいと思います。

◎私達の研究は、先輩達の日頃からの研究の積み重ねがあって成り立っています。研究活動では、科学的データを収集し、分析
することが最も重要です。そして、それを継続していくことが大切です。また、研究の場面では「疑問を抱くこと（Why）」
と「考えること（Thinking）」が必要です。そして「想像力（Imagination）」を豊かにすることが重要です。	（飯村	由香・女・3年）

◎野生動物による圃場への侵入被害対策では、生態系を考慮し、自然保護を優先するのか、農業を優先するのかが最大の課
題です。私達は、ワイルドライフマネジメント（野生動物保護管理）の観点から、人間と野生動物が共存・共生できるように、
科学的な調査とその分析を行い、適切に住み分けができることを理想として取り組んでいます。	 （齋藤	美月・女・3年）

●活動にあたり創意工夫したこと
　研究にあたり、トレイルカメラの購入費以外はお金をかけずに実験を行いました。野生イノシシの餌として使用した
野菜や果物は、全て高校で生産した規格外や廃棄用のものを使用しました。また、忌避剤のカプサイシンは、学校で
生産したトウガラシより抽出しました。本研究の目標である、イノシシの仮設型侵入防護柵の作製にあたり、ほとん
ど全てを農業廃材や養蚕廃材を再利用しました。このことにより、環境にも配慮した防護柵が作製できました。

●活動の際に苦労したこと
　研究フィールドの赤城山演習林には、車で往復1時間程度の時間を掛けて移動し、毎週1〜 2回程度の調査を行って
います。演習林には、ツキノワグマも生息しており、夏場から秋にかけては、細心の注意をしながら調査を行ってい
ます。また、冬場は降雪が50センチ以上あり調査が大変なこともありました。

活動の環
わ

を広げよう 出場者からの提言


